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１６ 課保 健 福 祉３

【問合先】りふれ保健係（☎82-5555）

コロナで　　「がん検診」を

控えていませんか？

【問合先】りふれ保健係（☎82-5555）
　日本では、男性の３人に２人・女性の２人に１人が、生涯に

「がん」を発症します。まだ若く、これまで病気にかかったことがなくても、突然がんが見つかる可能性はあります。

　がん検診の受診を見送っているうちに、未発見のがんが進行がんとなり、治療の選択肢を狭めてしまう

かもしれません。

■高齢者のインフルエンザ・肺炎球菌予防接種のご案内

インフルエンザワクチン 肺炎球菌ワクチン

対象者

①接種時に満65歳以上の町民

② 接種時に満60～64歳の町民で、心臓・腎

臓・呼吸器・HIVウイルスにより免疫機能

に障害がある方（医療機関で身体障害者手

帳を提示してください）

今年度中に65歳以上になる町民

（ 町の肺炎球菌ワクチンの助成を受けたこと

がない方のみ）

接種期間
令和４年３月31日㈭まで

※インフルエンザワクチンは入荷状況によって、期間前に終了する場合があります。

申込先

接種を希望する町内医療機関

・町立長沼病院　　　（☎88-2321）

・池田内科クリニック（☎88-2155）

・長沼内科消化器科　（☎82-5333）

・マオイクリニック　（☎88-1661）

りふれ保健係（☎82-5555）

助成額 1,500円（会計時、自動的に助成されます） 3,500円（会計時、自動的に助成されます）

※町外医療機関での接種については助成の対象外です。

※満65歳以上の生活保護受給者は無料です（接種の際は生活保護受給証明書が必要です）。

　30代、40代では女性のがん患者数は男性を大

きく上回ります。女性特有のがん（乳がん、子宮

頸がん）検診は、２年に１度必ず受けましょう。

■50代前半までは、
女性のがん患者が多い

　死亡数の多い肺がん・胃がん・大腸がんは、

りふれで行うがん検診で合計1,800円から受け

られます（30歳以上の町民の場合）。

　がんを早期に発見・治療できる期間は１～２

年です。ぜひ定期的にがん検診を受けましょう。

■がん検診は
約１時間で受けられます

部位別のがん死亡数の順位

１位 ２位 ３位 ４位

男 性 肺 胃 大 腸 膵 臓

女 性 大 腸 肺 膵 臓 胃

出典：厚生労働省「2018年人口動態統計（確定数）」
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町
で
は
、町
内
に
お
住
ま
い
で
身
体

的
・
経
済
的
理
由
な
ど
か
ら
、除
雪
労
力

の
確
保
が
困
難
な
高
齢
者
住
宅
な
ど
に

お
け
る
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
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除
雪
す
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宅
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玄
関
先
及
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路
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ま
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み
課
税
」の
世
帯

・ 「
満
65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯
」
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で
す
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ふまねっと教室再開！
　介護予防活動支援事業の一環で誕生
した「ふまねっと教室」が再開しました。
（�北長沼教室が10月25日㈪、中央教室
が10月26日㈫から再開しています）

　新型コロナウイルス感染症拡大防止
に気をつけながら開催していますの
で、ぜひご参加ください。

「
感
染
症
」
を
予
防
し
て
冬
も
元
気
に
過
ご
す
た
め
に

●
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
手
指
消
毒

　

 

手
洗
い
は
、30
秒
程
度
か
け
て
石
鹸
で

丁
寧
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底

　

 

マ
ス
ク
の
着
用
や
ハ
ン
カ
チ
で
口
や

鼻
を
覆
う
な
ど
、咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。
急
な
時
は
、袖
や
肘

の
内
側
で
口
元
を
お
さ
え
ま
し
ょ
う
。

●
こ
ま
め
な
換
気

　

 

１
時
間
に
２
回
以
上
換
気
を
し
ま

し
ょ
う
。

● 

身
体
的
距
離
の
確
保

　

 

人
と
の
間
隔
は
、で
き
る
だ
け
２
ｍ

（
最
低
１
ｍ
）あ
け
ま
し
ょ
う
。

● 

３
密
の
回
避

　

 

密
集
・
密
接
・
密
閉
し
た
空
間
を
避

け
ま
し
ょ
う
。外
出
の
際
は
マ
ス
ク
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

● 

毎
朝
検
温
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　

 

発
熱
や
風
邪
症
状
が
あ
る
時
は
、無
理

せ
ず
医
療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
食　

事

　

 

低
栄
養
を
防
ぐ
た
め
、１
日
３
回
バ
ラ

ン
ス
よ
く
食
べ
、卵
・
肉
・
魚
な
ど
の

良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
を
と
る
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

●
口
腔
ケ
ア

　

 

口
の
中
を
清
潔
に
す
る
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。口
腔
ケ
ア
を
す
る
こ
と
で

し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、体
力

や
免
疫
力
が
向
上
し
ま
す
。毎
食
後
と

寝
る
前
に
は
歯
磨
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
睡　

眠

　

 

質
の
良
い
睡
眠
は
、リ
ン
パ
球
の
増

加
、細
胞
の
成
長
や
修
復
、疲
労
の
回

復
、自
立
神
経
を
整
え
ま
す
。

●
運　

動

　

 

運
動
を
続
け
て
体
力
を
維
持
す
る
と
、

体
温
が
上
が
り
免
疫
力
が
高
ま
り
ま

す
。横
に
な
っ
た
り
座
っ
て
い
る
時
間

を
減
ら
し
、普
段
か
ら
行
っ
て
い
る
体

操
や
運
動
を
自
宅
で
続
け
ま
し
ょ
う
。

●
交　

流

　

 

直
接
会
え
な
く
て
も
、家
族
や
友
人
と

電
話
で
話
し
た
り
、手
紙
や
メ
ー
ル
で

交
流
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、１
人
で
考
え

込
ま
ず
、不
安
を
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●�

笑　

い

　

 

笑
い
は
免
疫
力
を
高
め
、ス
ト
レ
ス
解

消
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な
り
ま
す
。ま

た
、脳
を
活
性
化
さ
せ
る
ほ
か
、血
圧

を
下
げ
た
り
、血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え

る
、前
向
き
に
な
る
な
ど
の
様
々
な
効

果
が
あ
り
ま
す
。

【
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う
】

　

冬
は
、風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
が
増
え
ま

す
。
特
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
収
ま
ら
な
い
現
在
、一
人
ひ
と
り
が

「
基
本
的
な
予
防
法
」

を
「
正
し
く
実
践
す
る
」 

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
寒
い
日
が

続
き
ま
す
が
、免
疫
力

を
高
め
な
が
ら
生
活
リ

ズ
ム
を
整
え
、冬
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
！

【問合先】「りふれ」内 地域包括支援センター

（☎ 82-5051）

【開催日】第３月曜日　13時30分～15時30分（�内容により日時を変更する場合があります）

　「マオイ介護者家族のつどい」は、自宅で高齢者や障
がいのある方々の介護や、生活を共にしている方、以前
在宅での介護をしていた方などが、交流を通して介護
のヒントを得たり、心身のリフレッシュを図ることを
目的に、月１回開催しています。
　今年度は新型コロナウイルスの影響で、例年実施し
ていた「施設見学」や「創作活動」は中止していますが、
手指の消毒・座席の間隔をあける・換気などの対策を

 「マオイ介護者家族のつどい」
についてのご紹介

しながら情報交換を行っています。
　様々な介護生活の中において、話を聞いてもらうこ
とで、少しでも気持ちが楽になったり、気分転換ができ
る場所を目指しています。現在、自宅で介護されていな
い方でも、以前の介護の体験やこれからの介護につい
てなど、様々な情報交
換の場としてご利用い
ただけますので、興味
のある方はお気軽にご
連絡下さい。


